
エビデンスに基づく排泄援助の技

日 時 2020年1月25日（土） 10：00～16：00

人間環境大学 大府キャンパス
（愛知県大府市江端町3-220）
JR大府駅 徒歩5分

会 員 1,000円
非会員 3,000円

会 場

排泄を整えることは、生理的にも社会的にも生活の質を保証する上で必要不可欠な看護の技術です。
自然排泄を促進し、それでも排泄に至らない場合は侵襲を伴う排泄を促進する技術を用います。

今回は、排泄の中でも排便に焦点を当て、自然排便を促進する技術である温罨法、侵襲を伴う技術
である浣腸や摘便について、エビデンスに基づいた知識、技術修得のための演習を行います。

武田 利明 （岩手県立大学）
吉田 みつ子（日本赤十字看護大学）
大久保 暢子（聖路加国際大学）
栗田 愛 （人間環境大学）

０３-５２９１-６２３１jsnas@shunkosha.com

受講料

 

 

 

 

 

 

 

 

大府駅西側から高架を渡り、まっすぐ 

進むと右手に大学が見えてきます。 

人間環境大学 大府駅 

一般社団法人 日本看護技術学会事務局 （株)春恒社内
お問い合わせ

TELMail

本会公式HP（https://www.jsnas.jp/）よりお申し込みください

定員（40名）になり次第締め切ります（12月20日締切）

一般社団法人 日本看護技術学会 技術研究成果検討委員会・研究活動推進委員会 主催

※終了時に修了証を発行いたします

菱沼 典子 （三重県立看護大学）
縄 秀志 （聖路加国際大学）
塚越 みどり （横浜市立大学）
加藤 京里 （静岡県立大学）
加藤木 真史（聖路加国際大学）

講 師 ［浣腸班］ ［温罨法班］

お 申 し 込 み

先着
40名

https://www.jsnas.jp/

